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『
江
東
区
の
文
化
財
』
シ
リ
ー
ズ
は
、
こ

の
春
の
新
刊
を
も
っ
て
、
全
８
冊
の
半
分
、

４
冊
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
区
内
を
８
つ
の

地
域
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
残
る

文
化
財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地

図
や
コ
ラ
ム
・
史
料
編
な
ど
を
加
え
、
情
報

が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
め
ぐ
り
の

お
供
に
も
最
適
で
す
。

既
刊
に
収
録
の
地
域

③
永
代
橋
界
隈

　
〔
佐
賀
・
永
代
・
福
住
・
深
川
・
越
中
島
〕

④
門
前
仲
町
界
隈

　
〔
門
前
仲
町
・
富
岡
・
牡
丹
・
古
石
場
〕

⑤
木
場
〔
平
野
・
冬
木
・
木
場
・
東
陽
〕

⑧
砂
町
〔
北
砂
・
南
砂
・
東
砂
・
新
砂
〕

　

各
Ａ
４
判　

各
65
頁
程
度
、
価
格
５
０
０
円

販
売
場
所　

　

江
東
区
役
所
６
階
６
番　

文
化
財
係　

　

 

江
東
区
役
所
２
階
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

　

芭
蕉
記
念
館
・
中
川
船
番
所
資
料
館

今
後
の
刊
行
予
定
（
仮
称
）
と
収
録
地
域

①
深
川
ゆ
か
り
の
地

〔
猿
江
・
常
盤
・
住
吉
・
新
大
橋
・
森
下
・

清
澄
・
石
島
・
千
田
・
扇
橋
・
毛
利
〕

②
深
川
寺
町
〔
三
好
・
白
河
〕

⑥
香
取
神
社
と
亀
戸
天
神（
今
年
度
刊
行
予
定
）

　
〔
亀
戸
１
〜
３
丁
目
〕

⑦
亀
戸
東
部
・
大
島

　
〔
亀
戸
４
〜
９
丁
目
・
大
島
〕
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③
永
代
橋
界
隈

　

隅
田
川
河
口
東
側
に
位
置
し
、
元
禄
11
年

（
１
６
９
８
）
に
架
橋
さ
れ
た
永
代
橋
の
た

も
と
に
広
が
る
こ
の
地
域
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
が
交
差
し
た
地
域
と
い
え
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
・
読
み
ど
こ
ろ

　

佐
賀
稲
荷

神
社
（
佐
賀

２
）
の
「
天

水
桶
」
は
米

の
流
通
に
関

わ
る
商
人
た
ち
に
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

「
い
ろ
は
蔵
跡
」「
元
木
場
跡
」
は
、
か
つ
て

は
堀
割
が
縦
横
に
走
り
、
江
戸
湊
の
一
翼
を

に
な
う
物
資
の
集
散
地
と
し
て
機
能
し
て
き

た
こ
と
を
物
語
る
史
跡
で
す
。
蔵
や
河
岸
で

働
く
人
々
の
間
か
ら
生
ま
れ
た
芸
能
が
米
俵

を
使
っ
て
力
自
慢
を
競
う
「
深
川
の
力
持
」

で
す
。
法
乗
院
・
玄
信
寺
（
深
川
２
）・
正

源
寺
（
永
代
１
）
は
、「
深
川
猟
師
町
」
の

成
立
と
同
時
期
に
創
建
さ
れ
た
由
緒
あ
る
寺

院
で
す
。

　

史
料
編
で
は
、
区
内
で
一
番
古
い
歴
史
を

持
つ
明
治
小
学
校
の
由
来
を
示
し
た
「
明
治

校
碑
」、
三
菱
商
船

学
校
の
教
員
ラ
ム

ゼ
ー
の
功
績
を
記
し

た
「
ラ
ム
ゼ
ー
碑
」

の
碑
文
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

④
門
前
仲
町
界
隈

　

門
前
仲
町
お
よ
び
周
辺
の
文
化
財
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
富
岡
八
幡
宮
や
別
当
永
代
寺
、

明
治
に
建
立
さ
れ
た
深
川
不
動
堂
の
門
前
を

中
心
に
栄
え
た
地
域
で
す
。

見
ど
こ
ろ
・
読
み
ど
こ
ろ

　

日
本
で
初
め
て
詳
細
な
地
図
を
作
成
し
た

伊
能
忠
敬
は
、
深
川
黒
江
町
の
自
宅
か
ら
全

国
測
量
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
（「
伊

能
忠
敬
宅
跡
」
門
前
仲
町
１
）。
勧
進
相
撲

発
祥
の
地
・
富
岡
八
幡
宮（
富
岡
１
）に
は「
横

綱
力
士
碑
」「
釈

迦
嶽
の
碑
」
な
ど

相
撲
関
連
の
文
化

財
が
残
り
ま
す
。

末
社
の
永
昌
五

社
稲
荷
は
肥
料
商
の
信
仰
を
集
め
た
神
社
で

す
。「
二
軒
茶
屋
跡
」
な
ど
門
前
町
の
賑
わ

い
を
伝
え
る
史
跡
も
華
を
添
え
ま
す
。
深
川

不
動
堂
（
富
岡
１
）
の
奉
納
物
か
ら
は
、
不

動
信
仰
の
奥
深
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

史
料
編
で
は
、「
石
造
燈
明
台　

明
治
31

年
在
銘
」（
富
岡
１
）、
深
川
不
動
堂
や
富
岡

八
幡
宮
に
奉
納
さ

れ
た
石
碑
の
銘
文

を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
か
つ
て
の
町

名
や
人
名
か
ら
信

仰
の
形
態
が
窺
え

ま
す
。

⑤
木
場

　

江
戸
時
代
か
ら
約
３
０
０
年
に
わ
た
っ
て

木
材
の
集
散
地
と
し
て
機
能
し
て
き
た
木
場

周
辺
の
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
・
読
み
ど
こ
ろ

　

洲
崎
神

社（
木
場
６
）

境
内
に
は
、

寛
政
３
年

（
１
７
９
１
）

の
高
波
の
後
、
付
近
一
帯
を
空
き
地
と
し
た

こ
と
を
示
す
石
傍
示
「
波
除
碑
」
が
残
り
ま

す
。
冬
木
弁
天
堂
（
冬
木
）
の
あ
る
冬
木
は
、

江
戸
時
代
の
材
木
商
冬
木
家
ゆ
か
り
の
土
地

で
す
。
材
木
問
屋
の
豪
奢
ぶ
り
が
偲
ば
れ
ま

す
。
水
面
に
浮
か
べ
た
角
材
を
乗
り
こ
な
す

「
木
場
の
角

乗
」、
木
材

を
水
か
ら
揚

げ
る
時
に
調

子
を
合
わ
せ
る
た
め
に
唄
っ
た
「
木
場
の
木

遣
」
は
、
木
場
の
材
木
業
者
の
間
か
ら
生
ま

れ
た
民
俗
芸
能
で
す
。

　

史
料
編
で
は
、
浄
心
寺（
平
野
２
）と
ゆ
か
り

の
深
い
歌
舞
伎
役
者
中

村
歌
右
衛
門
奉
納
の
「
梅

玉
之
碑
」
の
銘
文
や
震
災

前
の
木
場
の
様
子
を
写

し
た
、
深
川
区
史
の
写

真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

⑧
砂
町

　

江
戸
時
代
か
ら
都
市
近
郊
の
農
産
地
と
し

て
機
能
し
て
き
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
と

と
も
に
工
場
地
帯
、
住
宅
地
へ
と
変
貌
を
と

げ
た
地
域
で
す
。

見
ど
こ
ろ
・
読
み
ど
こ
ろ　

志
演
神
社
（
北

砂
２
）
に
は
、
農

村
地
帯
だ
っ
た
砂

村
の
庚
申
信
仰
の

形
態
を
物
語
る

「
庚
申
塔
」
が
５
基
残
り
ま
す
。
因
速
寺
（
東

砂
１
）
の
本
尊
「
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
」

は
鎌
倉
時
代
に
製
作
さ
れ
た
仏
像
で
、
体
内

に
安
置
さ
れ
て
い
た
文
書
か
ら
、
古
く
か
ら

当
寺
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
富
賀
岡
八
幡
宮
（
南
砂
７
）
の
富
士
塚

に
は
、「
経
ケ
嶽
碑
」「
小
御
嶽
神
社
」
ほ
か
、

富
士
講
に
関
連
す
る
石
碑
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。「
八
右
衛
門
新
田
」「
荻
新
田
」「
大
塚

新
田
」「
治
兵
衛
新
田
」
な
ど
か
つ
て
の
地

名
を
刻
む
文
化
財
が
多
い
こ
と
や
、
土
佐
藩
、

若
桜
藩
、
徳
島
藩
、
長
州
藩
な
ど
大
名
家
の

屋
敷
に
ま
つ
わ
る
史
跡
が
残
る
こ
と
も
特
徴

の
ひ
と
つ
で
す
。

天水桶（佐賀稲荷神社）

ラムゼー碑上部刻銘（東京海洋大学）

横綱力士碑（富岡八幡宮）

波除碑拓本

二軒茶屋（『江戸名所図会』）

「深川ふゆき弁天」
小林清親画深川木場（『深川区史』図版）

庚申塔（志演神社）
砂町の富士塚（富賀岡八幡宮）

経が嶽碑（同上）
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「
深
川
浜
」
と
い
う
名
称
を
ご
存
じ
で
す

か
。
か
つ
て
深
川
で
漁
業
に
従
事
し
て
い
た

人
々
は
、「
深
川
浜
」
ま
た
は
「
深
浜
」
と

称
し
た
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
三

年
に
一
度
の
富
岡
八
幡
宮
大
祭
の
神
輿
連
合

渡
御
で
最
後
に
登
場
す
る
深
浜
神
輿
は
有
名

で
す
。
そ
の
他
、
寺
院
や
神
社
の
奉
納
者
銘

に
そ
の
名
称
を
使
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

区
内
に
残
る
「
深
川
浜
」
と
い
う
名
称
が

刻
ま
れ
た
石
造
物
と
そ
の
刻
銘
の
中
に
見
ら

れ
る
人
名
を
ま
と
め
た
も
の
が
左
の
表
で

す
。
こ
れ
を
見
る
と
何
名
か
共
通
し
た
人
名

が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

①
石
造
燈
明
台
は
日
清
戦
争
（
１
８
９
４

〜
９
５
）
の
勝
利
を
記
念
し
て
、
深
川
不
動

堂
の
燈
明
講
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で

す
。
平
成
19
年
度
に
深
川
不
動
堂
か
ら
江
東

区
に
寄
贈
さ
れ
、
翌
20
度
年
、
深
川
不
動
堂

西
隣
の
深
川
公
園
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。
刻

銘
に
見
ら
れ
る
「
深
川
濱
山
菊
」「
大
六
」「
佃

勝
」「
大
平
六
」
は
魚
問
屋
で
、
な
か
に
は
、

当
時
日
本
橋
に
あ
っ
た
魚
河
岸
の
議
員
を

務
め
た
人
物
も
含
ま
れ
ま
す
。「
佃
勝
」「
佃

徳
」
は
③
石
造
狛
犬
に
も
そ
の
名
が
見
ら
れ

ま
す
。「
深
川
水
溜
」
を
冠
す
る
10
名
は
世

話
人
で
す
が
、
そ
の
中
の
「
尾
金
」
も
魚
問

屋
で
、
土
地
の
人
々
か
ら
「
尾
金
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
、
信
望
が
厚
か
っ
た
そ
う
で
す
（『
江

東
区
民
俗
調
査
報
告
書
│
深
川
浜
・
東
砂
地

区
総
合
調
査
』）。
尾
金
の
名
前
は
③
石
造
狛

犬
と
④
石
造
玉
垣
に
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

②
石
造
燈
籠
は
明
治
45
年
（
１
９
１
２
）

に
富
岡
八
幡
宮
の
常
燈
講
に
よ
り
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。
再
建
時
の
刻
銘
の
う
ち
「
鷲
直
次

郎
」「
五
木
田
次
郎
吉
」「
川
嶋
新
吉
」
は
深

川
区
の
漁
業
者
総
代
を
務
め
た
人
物
で
（『
東

京
湾
漁
業
史
料
』）、
③
石
造
狛
犬
、
④
石
造

玉
垣
の
奉
納
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

③
石
造
狛
犬
は
、
富
岡
八
幡
宮
の
合
末
社

に
あ
り
、
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
に
深
川

睦
会
と
し
て
「
佐
賀
町
」「
木
場
」「
深
川
濱
」

の
有
志
に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ

こ
で
の
深
川
浜
は
、
深
川
地
域
を
代
表
す
る

産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
ま
す
。

　

④
石
造
玉
垣
は
、
同
じ
く
合
末
社
に
奉
納
さ
れ

た
も
の
で
、
深

川
浜
の
ほ
か
に

は
、
熊
井
町
、

黒
江
町
・
中
島

町
な
ど
の
有
志

に
よ
る
奉
納
で
、

漁
業
関
係
者
だ

け
で
は
な
く
寄

席
や
時
計
店
・
呉

服
店
・
牛
肉
店
な

ど
の
職
業
が
み
ら

れ
、
地
域
の
な
か

の
共
同
体
の
ひ
と

つ
と
し
て
奉
納
に

参
加
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、

奉
納
石
造
物
の
刻
銘
か
ら
、
地
域
の
寺
社
信

仰
に
関
わ
る
講
員
と
し
て
、
地
域
を
支
え
る

産
業
の
担
い
手
と
し
て
、
あ
る
い
は
町
の
構

成
員
と
し
て
、
深
川
浜
の
人
々
は
何
重
に
も

結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
石
造
物
は
、
地
域
の
信
仰

形
態
を
知
る
う
え
で
貴
重
で
あ
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
か
ら
、
時
代
の
風
潮
、

地
域
の
つ
な
が
り
な
ど
を
読
み
解
く
こ
と
が

可
能
で
す
。『
江
東
区
の
文
化
財
④
門
前
仲

町
界
隈
』（
平
成
20
年
３
月
刊
行
）
史
料
編

に
は
、
今
回
ご
紹
介
し
た
石
造
燈
明
台
の
刻

銘
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
文
化
財
の
刻
銘
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
史
の
新
た
な
側

面
を
探
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

向
山
伸
子
）

「深川浜」の刻銘がある石造物

深川濱/深川濱山菊/深川濱佃勝　
杉菊/深川濱佃徳　波芳/深川水溜
杵兼　桶忠　泉豊　大六/深川水溜
山半　山三　山□/深川水溜大平六
　尾金　山定

石造燈明台
明治31年（1898）
在銘
〈深川公園〉

中川友一/小川常次郎/今氏清左衛
門/池田辰蔵/相馬甚五郎/松永寅吉
/本多辰次郎/鈴木金太郎/田中六次
郎/鷲直次郎/大濱文次郎/鶴本金太
郎/近藤卯吉/松永勝次郎/山口定吉
/小川久吉/清水権次郎/佐野延太郎
/鈴木君三/岩瀬亀次郎/豊島松太郎
/林源太郎/五木田次郎吉/川嶋新吉
/瓜生重太郎/斎藤勝蔵/鳥見庄次郎
/山田友七/富永治兵衛／吉田助蔵/
鈴木幸治郎/水野秀吉（昭和6年再建時）

石造燈籠
深川浜常燈講奉納
明治45年（1912）
建立
昭和  6年（1931）
再建
〈富岡八幡宮〉

尾金/水音/五木田/御正信友/小川
仏/池吉/加虎/中竹/□定/小川久/
鈴赤/松政/佃勝/佃徳/□浅/土仙/
下長/川豊/伊勢文/池豊/蠣新/平亀
/西辰/杉善/今氏/丁源/大濱/竹尋

石造狛犬
大正10年（1921）
在銘
〈富岡八幡宮〉

深川濱/伏亀/水音/林直吉/尾金/
加虎/川嶋新吉/鷲直次郎/小川又吉
/今氏清左衛門

石造玉垣
年代不明
〈富岡八幡宮〉

①

②

③

④

奉納石造物
/奉納年

刻銘
（関連のあるもののみ抜粋した）

文
化
財
レ
ポ
ー
ト

あ
る
く・み
る・き
く・か
く

「
深
川
浜
」の
名
が
刻
ま
れ
た
奉
納
物

「
深
川
浜
」の
名
が
刻
ま
れ
た
奉
納
物

石造狛犬刻銘（富岡八幡宮）

石造燈明台（深川公園）

石造玉垣
（富岡八幡宮）
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江
東
区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）「
石
造
燈
明
台　

明
治
31
年
在
銘
」
は
、
平
成
20
年
夏
、

深
川
不
動
堂
の
境
内
整
備
に
伴
い
、
西
側
に
隣
接
す
る
深
川
公
園
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　

移
転
の
方
法
は
、
燈
明
台
を
崩
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
少
し
ず
つ
移
動
さ
せ
る
「
曳
家
工
事
」
の
方

法
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
移
動
に
際
し
、
外
壁
に
貼
っ
て
あ
る
石
板
が
剥
落
し
な
い
よ
う
に
補
修
工

事
を
施
し
、
７
月
か
ら
移
動
を
開
始
し
、
約
１
カ
月
を
か
け
て
境
内
を
横
切
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
燈
明
台
は
、
旧
所
有
者
の
深
川
不
動
堂
を
始
め
、
江
東
区
な
ら
び
に
地
域
の
方
々
が
一

緒
に
な
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
住
民
と
し
て
、
ま
た
文
化
財
保
護
推
進

協
力
員
と
し
て
保
存
活
動
に
携
わ
っ
た
三
嶽
俊
司
氏
撮
影
の
写
真
と
思
い
出
話
し
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

平
成
21
年
２
月
、
枠
囲
を
含
め
、
石
造
燈

明
台
の
移
設
が
完
了
し
た
。
区
民
の
保
存
運

動
が
反
映
さ
れ
永
久
保
存
が
確
立
さ
れ
た
。

石
造
燈
明
台
の
設
計
者
・
佐
立
七
次
郎
の

現
存
す
る
作
品

① 

日
本
水
準
原
点
標
庫　
（
都
指
定
有
形
文

化
財
）
永
田
町
国
会
前
洋
式
庭
園
内
。
日

本
の
標
高
の
原
点
標
を
保
護
す
る
た
め
明

治
24
年
に
建
て
ら
れ
た
。
石
造
ロ
ー
マ
風

神
殿
建
築
に
倣
っ
た
近
代
洋
風
建
築
。

② 

旧
日
本
郵
船
（
株
）
小
樽
支
店
（
国
指
定

重
要
文
化
財
）
明
治
39
年
竣
工

深
川
公
園
余
録

　
　
　
　
　
　
　

〜
地
域
の
長
老
の
話

　

深
川
公
園
に
は
池
が
あ
っ
た
が
、
戦
争
中

に
鯉
や
亀
も
一
緒
に
埋
め
立
て
ら
れ
、
そ
の

跡
を
軍
が
使
用
し
て
飛
行
船
を
置
い
て
い

た
。
深
川
公
園
は
、
不
動
尊
縁
日
（
28
日
）、

八
幡
宮
縁
日
（
１
日
・
15
日
）
に
は
屋
台
な

ど
で
大
変
賑
わ
っ
た
が
、
雨
が
降
る
と
鯉
と

亀
の
祟
り
と
話
題
に
な
っ
た
。（
深
川
不
動

堂
に
供
養
塔
が
現
存
す
る
）

（
文
化
財
保
護
推
進
協
力
員　

三
嶽
俊
司
）

↑土台組み

↓本堂前を通過

↑移動の様子

↑移設に備えて養生が施された

↓移設先の耐震工事

　

移
設
地
ま
で
本
堂
の
前
を
横
断
し
て
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
た
。
燈
明
台
本
体
の

下
に
土
台
を
組
み
、
１
時
間
に
1.5
ｍ
の
移
動
と
い
う
慎
重
な
作
業
だ
っ
た
。
移

転
先
の
深
川
公
園
敷
地
で
は
７
月
か
ら
耐
震
工
事
が
行
わ
れ
た
。

　

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
愛
さ
れ
て
来
た
文
化
財

を
護
る
た
め
、
教
育
委
員
会
文
化
財
係
と
不
動
尊
、

門
前
講
及
び
住
民
の
支
援
に
よ
り
、
移
設
決
定
。
平

成
20
年
５
月
よ
り
本
体
の
保
護
工
事
が
施
行
さ
れ

た
。

石造燈明台移設の記録区指定文化財

水舎

本 堂客 殿 御札場 駐
車
場

参
道

旧位置

現在地

深川不動堂から深川公園へ

移設のルート

平成 21年 2月撮影
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中
川
船
番
所
資
料
館
で
は
、
中
川
（
現
在

の
旧
中
川
）
北
十
間
川
・
竪
川
・
横
十
間
川

な
ど
、
江
東
区
の
北
部
・
東
部
を
流
れ
る
河

川
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
亀か
め
い
ど戸
の
歴
史
を
紹

介
す
る
「
旧
中
川
か
ら
見
た
亀
戸
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

近
代
以
前
の
亀
戸
村
は
現
在
の
亀
戸
の
大

部
分
と
、
北
十
間
川
北
岸
（
墨
田
区
文ぶ

ん

花か

・

立た
ち
ば
な花
の
一
部
）
と
竪
川
南
岸
（
江
東
区
大
島

の
一
部
）、
横
十
間
川
西
岸
（
墨
田
区
太た
い
へ
い平
・

錦き
ん

糸し

・
江
東
橋
の
一
部
）
に
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。
河
川
が
村
境
と
な
っ
て
い
な
い
の
は
、

こ
れ
ら
の
河
川
が
後
か
ら
開
削
さ
れ
た
こ
と

を
表
し
て
い
ま
す
。

　

亀
戸
３
丁
目
に
あ
る
香
取
神
社
の
社
伝

に
よ
れ
ば
、
古
代
の
亀
戸
は
海
中
の
孤
島

で
、
亀
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
た
こ
と
か

ら
「
亀
島
（
亀
津
島
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
史
料
上
で
は
応
永
五

年
（
１
３
９
８
）
の
「
葛か

西さ
い

御み
く
り
や厨
田
数
注

文
」
に
「
亀か
め

津と

村
」
と
あ
る
の
が
初
見
で
す
。

当
時
の
亀
戸
は
江
戸
湾
と
中
川
流
域
の
葛
西

（
葛
飾
区
）・
青
戸
（
同
）
な
ど
を
結
ぶ
水
上

交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
お
り
、
梶
取

り
（
船
乗
り
）
の
守
護
神
と
さ
れ
る
香
取
神

社
が
鎮
守
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
入
神
明
宮
に
は
漁
師
が
網
を
干
す
た
め

に
使
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
「
太
た
い
へ
い
え
の
き

平
榎
」
が
あ

り
、
実
際
に
そ
の
跡
地
か
ら
、
平
安
〜
鎌
倉

時
代
（
９
〜
14
世
紀
）
の
も
の
と
思
わ
れ
る

土ど

錘す
い

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
土
錘
は
現

在
、
香
取
神
社
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
暦
３
年
（
１
６
５
７
）
正
月
の
「
明
暦

の
大
火
」
の
後
、
万
治
３
年
（
１
６
６
０
）

に
本
所
奉
行
と
な
っ
た
徳
山
五
兵
衛
と
山
崎

四
郎
左
衛
門
は
、
河
川
の
開
削
や
橋
の
建
設

な
ど
を
進
め
、
本
所
・
深
川
一
帯
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
開
削
さ
れ
た
の
が
、

竪
川
・
横
川
（
大
横
川
）・
十
間
川
（
横
十

間
川
）・
北
十
間
川
で
す
。
東
西
に
流
れ
る

川
を
「
竪
川
」、南
北
に
流
れ
る
川
を
「
横
川
」

と
呼
ぶ
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
城
（
現
在
の

皇
居
）
か
ら
見
て
竪
（
縦
）
と
横
に
当
た
る

た
め
で
す
。
ま
た
、
北
十
間
川
は
古
隅
田
川

の
旧
河
道
の
一
つ
で
、
中
世
ま
で
あ
っ
た
海

岸
線
を
利
用
し
て
開
削
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
（『
江
東
区
史
』）。

　

江
戸
時
代
の
亀
戸
村
で
は
米
や
野
菜
を
生

産
し
て
お
り
、
中
で
も
亀
戸
大
根
が
有
名
で

し
た
が
、
川
に
囲
ま
れ
て
い
た
た
め
に
た
び

た
び
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
亀
戸

水
神
社
は
地
域
を
水
害
か
ら
守
る
た
め
に
勧

請
さ
れ
た
神
社
で
、
亀
戸
村
の
人
々
の
信
仰

を
集
め
て
い
た
神
社
で
す
。
当
時
、
水
神
社

の
周
辺
に
は
「
水
神
森
」
と
呼
ば
れ
た
森
が

あ
り
、
現
在
は
バ
ス
停
や
交
番
の
名
前
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
で
は
明

治
末
頃
の
水
神
社
と
「
水
神
森
」
を
描
い
た

屏
風
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
屏
風
の
他
に
も
、
亀
戸
村
で

地
主
経
営
を
行
っ
て
い
た
牧
野
家
の
古
文
書

や
、
昭
和
32
年
刊
行
の
『
江
東
区
史
』
編
纂

の
際
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
地
域
の
歴
史
を
表
す
貴
重
な
資
料
を
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
中
川
船
番
所
資
料
館　

鈴
木
将
典
）

「
旧
中
川
か
ら
見
た
亀
戸
」

中
川
船
番
所
資
料
館
企
画
展
示

「
旧
中
川
か
ら
見
た
亀
戸
」

平
成
21
年
７
月
１９
日（
土
）〜
８
月
３0
日（
日
）

「入神明宮　大平榎」（『江戸名所図会』）

水神森屏風

昭和30年ごろの亀戸駅

中
川
船
番
所
資
料
館

開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
４
時
３０
分
ま
で
に
お
入
り
く
だ
さ
い
）

展
示
室
休
室

毎
週
月
曜
日（
祝・祭
日
は
除
く
） 

入

館

料

大
人
２
0
0
円・小
中
学
生
５０
円

交
　
　
　
通

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
東
大
島
駅

（
大
島
口
）下
車　

徒
歩
５
分

問

合

せ

江
東
区
中
川
船
番
所
資
料
館

江
東
区
大
島
９ 

│ 

１ 

│ 

１５

☎
０
３（
３
６
３
６
）９
０
９
１

　

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、８
月
23
日

（
日
）の
午
後
１
時
か
ら
、ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。
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江
東
区
古
文
書
調
査
団
（
団
長
・
吉
原
健

一
郎
・
成
城
大
学
教
授
）
で
は
、
平
成
一
六

年
度
の
茨
城
県
立
歴
史
館
、
平
成
一
七
・
一
八

年
度
の
群
馬
県
立
文
書
館（
調
査
報
告
は『
下

町
文
化
』
№
二
二
九
、二
三
八
号
を
参
照
の

こ
と
）
に
続
い
て
、福
島
県
歴
史
資
料
館
（
福

島
市
）
で
福
島
県
域
に
残
る
江
東
区
関
連
の

古
文
書
所
在
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
福
島
県

歴
史
資
料
館
は
、
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）

に
開
館
し
、
福
島
県
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
古
文
書
・
公
文
書
の
収
集
・
保
存
、

閲
覧
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
域
に
は
、
会
津
藩
、
福
島
藩
と
い
っ

た
藩
領
と
と
も
に
幕
府
領
が
点
在
し
て
い
ま

し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
幕
府
領
の
村
々
に

残
さ
れ
て
い
た
古
文
書
に
着
目
し
て
、
御
規

定
物
で
あ
る
米
や
銅
な
ど
の
荷
物
輸
送
に
関

す
る
資
料
を
調
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島

県
東
部
の
海
岸
沿
い
（
浜
通
り
）
に
は
、
東

廻
り
航
路
の
港
が
あ
っ
た
た
め
、
江
戸
と
東

北
方
面
を
結
ぶ
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、

江
東
区
関
連
資
料
の
発
掘
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
幕
府
領
の
年
貢

米
廻
送
に
関
す
る
資
料
で
す
。
天
保
二
年

（
一
八
三
一
）
に
小
名
浜
代
官
所
領
の
年
貢
米

を
輸
送
す
る
た
め
、
中
川
番
所
通
行
の
許
可

を
願
い
出
ま
し
た
。
そ
れ
が
次
の
史
料
で
す
。

　
　

覚

　
　
　

奥
州
白
川
郡
東
館
村

　
　
　
　
　
　

名
主

　
　
　
　
　
　

上
乗　

半
左
衛
門

　
　
　

同
州
同
郡
上
石
井
村

　
　
　
　
　
　

名
主

　
　
　
　
　
　

同　
　

源
左
衛
門

一
御
米
千
六
百
五
拾
五
俵
壱
斗
三
升
八
合

　
　

但
三
斗
七
升
入

　
　

此
石
六
百
拾
弐
石
四
斗
八
升
八
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

船
頭　

権
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

清
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

金
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

銀
次
郎

右
者
添
田
一
郎
次
御
代
官
所
奥
州
村
々
当
卯

御
年
貢
江
戸
御
廻
米
并
置
居
米
共
ニ
為
積
請

之
、
今
十
日
常
州
当
ヶ
崎
出
帆
申
、
後
日
其

御
番
所
無
相
違
御
通
可
被
成
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　

常
州
当
ヶ
崎
出
役

　
　
　
　
　
　
　
　

添
田
一
郎
次
手
附

　

天
保
二
卯
年
十
二
月
十
日　

佐
藤
与
吉

　
　
　

中
川

　
　
　
　

御
関
所

            　
御
当
番
衆
中

　
（
東
白
川
郡
塙
町　

益
子
静
家
文
書
11

             　
　
　

 

福
島
県
歴
史
資
料
館
蔵
）

　

天
保
二
年
一
二
月
一
〇
日
に
白
河
郡
東
館

村
（
現
東
白
川
郡
矢
祭
町
）
の
名
主
半
左
衛

門
と
上
石
井
村
（
現
東
白
川
郡
塙
町
）
の
名

主
源
左
衛
門
が
、
小
名
浜
代
官
添
田
一
郎
次

支
配
の
村
々
か
ら
集
め
た
年
貢
米
一
六
五
五

俵
余
を
輸
送
す
る
た
め
、
中
川
番
所
に
提
出

し
て
い
ま
す
。
書
類
に
よ
れ
ば
、
一
二
月

一
〇
日
に
常
州
当
ヶ
崎
（
現
茨
城
県
鉾
田
市
）

を
出
帆
し
、
そ
の
後
中
川
番
所
を
通
行
す
る

の
で
、
許
可
を
願
い
た
い
旨
の
内
容
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
廻
米
は
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
通
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
時
の
運
送
ル
ー
ト

に
つ
い
て
は
つ
か
め
ま
せ
ん
が
、
同
様
の

ル
ー
ト
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。
天
保
一
〇
年（
一
八
三
九
）に
当
ヶ

崎
河
岸
か
ら
江
戸
に
年
貢
米
を
輸
送
し
た
際

に
作
成
さ
れ
た
「
船
中
日
帳
」
に
は
、
河
岸

や
村
に
到
着
し
た
日
時
と
村
名
、
村
の
名
主

の
名
前
が
書
き
上
げ
て
あ
り
ま
す
。
年
貢
米

は
四
艘
の
船
に
振
り
分
け
ら
れ
て
乗
せ
ら
れ

て
お
り
、
常
陸
国
鹿
島
郡
高
浜
村
（
現
茨
城

県
神
栖
市
）
の
直
乗
船
頭
重
右
衛
門
ら
、
利

根
川
下
流
域
の
船
頭
た
ち
に
よ
っ
て
運
ば
れ

ま
し
た
。

　
「
船
中
日
帳
」
に
記
さ
れ
て
い
る
運
送
行

程
を
整
理
し
た
の
が
左
側
の
表
で
す
。
一
二

月
一
五
日
に
山
田
村
（
茨
城
県
鉾
田
市
）
を

出
発
、
北
浦
を
南
下
し
て
利
根
川
に
入
っ
て

遡
上
し
ま
す
。
角
崎
町
歩
（
茨
城
県
稲
敷
郡

河
内
町
）
に
一
二
月
二
二
日
に
到
着
す
る

と
、
二
七
日
ま
で
六
日
間
滞
在
し
て
い
ま
す
。

二
七
日
に
竹
袋
村
（
千
葉
県
印
西
市
）
を
出

発
し
、
小
堀
河
岸
（
茨
城
県
取
手
市
）
で
新

年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
、
関
宿
台
町
（
千

葉
県
野
田
市
）、
松
戸
宿
（
千
葉
県
松
戸
市
）

で
数
日
滞
在
し
て「
荷
野
上
村（
二
之
江
村
）」

（
江
戸
川
区
）
に
到
着
し
ま
す
。
浅
草
御
蔵

を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
「
江
戸
町
衆
場
」

に
到
着
し
た
の
が
、
一
月
二
八
日
の
こ
と
で
、

中
川
番
所
の
史
料
を
も
と
め
て 

三

中
川
番
所
の
史
料
を
も
と
め
て 

三

〜
奥
州
幕
領
の
廻
米
輸
送
〜

20
年
度
委
託
調
査
・
区
外
史
料
調
査
報
告

現在の鉾田河岸（現茨城県鉾田市）
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ほ
ぼ
一
ヶ
月
半
ほ
ど
か
け
て
年
貢
米
を
輸
送

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

出
発
地
と
な
っ
た
当
ヶ
崎
は
、
北
浦
の
北

端
に
流
れ
る
巴
川
の
左
岸
に
位
置
し
、
水

戸
と
北
浦
・
利
根
川
を
つ
な
ぐ
河
川
交
通

の
要
衝
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
に
お
き
た
元
治
甲
子
の
変
（
天

狗
党
の
乱
）
で
は
、
幕
府
軍
の
糧
米
等
の
補

給
基
地
に
も
な
っ
て
い
ま
す
（『
茨
城
県
の

地
名
』
平
凡
社
）。

　

こ
の
よ
う
に
奥
州
東
南
部
に
位
置
す
る
幕

府
小
名
浜
代
官
領
、
塙
代
官
領
か
ら
輸
送
さ

れ
る
年
貢
米
は
、
太
平
洋
岸
の
平
潟
湊
（
茨

城
県
北
茨
城
市
）
か
ら
海
路
を
経
由
し
て
那

珂
湊
（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）
に
入
津
、

そ
こ
か
ら
は
陸
路
・
巴
川
な
ど
を
経
由
し
て

当
ヶ
崎
河
岸
に
届
け
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、北
浦
、利
根
川
、

江
戸
川
を
経
由
し
て
江
戸
へ
と
運
ぶ
ル
ー

ト
、
通
称
「
内
川
廻
し
」
と
呼
ば
れ
る
方
法

を
用
い
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
鹿
島
灘
を
越
え
て
銚
子
、
潮
来
を

経
由
し
て
房
総
半
島
を
廻
る
「
大
廻
し
」
と

呼
ば
れ
る
方
法
も
あ
り
ま
し
た
。
東
北
地
方

の
大
名
や
商
人
の
荷
物
は
、
こ
の
「
大
廻
し
」

を
利
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
「
内
川
廻
し
」
は
日
数
が
か
か
る
こ

と
、
経
由
地
が
増
え
る
こ
と
で
輸
送
料
や
蔵

敷
料
が
嵩
む
こ
と
が
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、「
大
廻
し
」
に
よ
る
輸

送
は
船
が
難
破
し
た
り
、
座
礁
す
る
と
い
っ

た
危
険
性
が
伴
う
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
一
月
八
日
、
仙
台

領
寒
風
沢
（
宮
城
県
塩
竃
市
）
か
ら
積
み
出

さ
れ
た
陸
奥
国
の
幕
府
年
貢
米
が
平
潟
湊
沖

で
大
風
に
あ
お
ら
れ
て
座
礁
し
た
た
め
、
周

辺
の
漁
船
な
ど
が
徴
発
さ
れ
て
年
貢
米
を
救

出
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
（『
那
珂

湊
市
史
料
』
第
一
四
集　

一
九
九
三
）。

こ
の
よ
う
に
幕
府
の
年
貢
米
輸
送
は
、
多
少

時
間
が
か
か
っ
て
も
安
全
に
運
ぶ
こ
と
が
大

事
で
あ
っ
た
た
め
、「
内
川
廻
し
」
を
利
用

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

下
総
国
猿
島
郡
境
町
の
河
岸
問
屋
小
松
原

家
に
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
写
さ
れ

た
「
中
川
御
番
所
御
規
定
伝
達
」
と
い
う
史

料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
史
料
は
中
川

番
所
を
通
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
荷
物
（「
御

規
定
物
」）
の
種
類
と
査
検
の
方
法
に
つ
い

て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
荷
物
は
、
御
規
定

物
と
さ
れ
、
幕
府
の
年
貢
米
に
つ
い
て
は
、

国
・
村
名
、
代
官
名
、
納
名
主
名
を
確
認
す

る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
（『
中

川
船
番
所
資
料
館
常
設
展
示
図
録
』
な
ど
）。

し
た
が
っ
て
、
前
述
し
た
天
保
二
年
の
年
貢

米
輸
送
に
つ
い
て
、
中
川
番
所
へ
の
届
書
が

提
出
さ
れ
た
の
で
す
。

　

中
川
番
所
は
、
東
北
地
方
や
北
関
東
と
江

戸
と
を
結
び
つ
け
る
水
上
交
通
の
関
所
で

あ
っ
た
た
め
、
他
地
域
に
も
資
料
が
点
在
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
各
地
の
資
料
保
存
機
関

の
資
料
調
査
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
中
川

番
所
の
実
態
を
解
明
す
る
手
が
か
り
に
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

龍
澤　

潤
）

「船中日帳」にみる船の動向天保10年（1839）

山田村
延方村
潮来村
牛堀村
石納村
拾三間戸村
金江津村
角崎町歩
竹袋村
小堀河岸
取手宿
舟戸村
三ツ堀村
長谷村

古布内村

桐ヶ作村
関宿台町
浦向村
境町
西宝珠花村
岡田村
今上村
半割村
松戸宿
市川村
荷野上村 
（二之江村）
江戸町衆場

茨城県行方市山田
茨城県潮来市延方
茨城県潮来市潮来
茨城県潮来市牛堀
千葉県香取市石納
茨城県稲敷郡河内町十三間戸
茨城県稲敷市金江津
茨城県稲敷郡河内町角崎町歩
千葉県印西市竹袋
茨城県取手市小堀
茨城県取手市取手
千葉県柏市船戸
千葉県野田市三ツ堀
茨城県常総市長谷
茨城県板東市古布内 
千葉県野田市古布内
千葉県野田市桐ヶ作
千葉県野田市関宿台町
茨城県猿島郡境町浦向
茨城県猿島郡境町
埼玉県春日部市西宝珠花
千葉県野田市岡田
千葉県野田市今上
埼玉県吉川市半割
千葉県松戸市松戸
千葉県市川市市川

東京都江戸川区二之江町

12月15日
12月16日7ツ時
12月17日8ツ時
12月18日7ツ時
12月19日7ツ時
12月20日7ツ時
12月21日7ツ時
12月22～27日
12月27日酉刻
12月28日～1月1日
1月2日
1月3日申刻
1月4日
1月5日

1月6日申刻

1月7日申刻
1月8日申刻
1月11日申刻
1月12日
1月13日
1月14日
1月16日
1月17日
1月18～21日
1月22日

1月23～27日

1月28日

村名 現地名 到着（滞在）日時

※菊池田夫家文書396（福島県歴史資料館蔵）より作成した。
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左
の
写
真
は
、
明
治
44
年
（
１
９
１
１
）

７
月
26
日
の
暴
風
雨
後
の
状
況
を
撮
影
し
た

絵
葉
書
集
の
中
の
２
枚
で
す
。
こ
の
暴
雨
風

は
東
京
市
全
体
で
死
者
55
名
、
行
方
不
明
者

10
名
、
浸
水
家
屋
６
４
７
３
３
戸
と
い
う
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
江
東
区
は
と
り
わ

け
被
害
が
ひ
ど
く
、
高
潮
に
よ
っ
て
海
岸
近

く
の
建
物
が
倒
れ
、
そ
の
下
敷
き
に
な
っ
て

亡
く
な
ら
れ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

　

上
の
写
真
は
現
在
の
東
陽
１
丁
目
付
近
で

撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
横
倒
し
に
な
っ
た
公

衆
電
話
（
写
真
で
は
「
自
働
電
話
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
）
が
見
え
ま
す
。
手
前
の
２
人

の
人
物
は
公
衆
電
話
が
建
っ
て
い
た
跡
を
見

つ
め
て
い
ま
す
。
そ
の
後
ろ
に
写
っ
て
い
る

白
っ
ぽ
い
服
の
人
物
は
、
被
災
現
場
の
見
廻

り
に
派
遣
さ
れ
た
警
察
官
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

下
の
写
真

は
海
辺
橋
の

た
も
と
か
ら

南
側
を
向
い

て
撮
影
し
た

も
の
（
奥
に

写
っ
て
い
る

建
物
は
正
覚

寺
で
す
）で
、

明
治
時
代
の

木
造
の
海

辺
橋
が
写
っ
て
い
る
貴
重
な
写
真
で
す
。
写

真
に
は
、
川
並
と
呼
ば
れ
る
木
場
の
筏
師
が

橋
の
上
か
ら
鳶
口
を
使
っ
て
、
高
潮
で
流
出

し
た
木
場
の
材
木
か
ら
橋
脚
を
守
っ
て
い
る

様
子
が
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
奥
に
は
鳶
口
を

持
っ
て
材
木
に
乗
り
移
っ
て
い
る
川
並
た
ち

の
姿
も
見
え
ま
す
。

　

橋
の
上
や
岸
辺
に
は
川
面
の
材
木
を
不
安

そ
う
に
眺
め
る
人
々
が
詰
め
か
け
て
い
ま

す
。
こ
の
海
辺
橋
は
路
面
電
車
も
通
る
丈
夫

な
木
橋
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
う
し
た
際

に
は
、
現
在
の
鉄
橋
と
は
異
な
る
苦
労
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
絵
葉
書
は
大
阪
府
豊
中
市
の

亀
田
正
也
氏
か
ら
ご
寄
贈
頂
い
た
も
の
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

中
西　

崇
）

　

江
東
区
最
古
の
民
家
、旧
大
石
家
住
宅
（
区

指
定
文
化
財
）
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
今
か

ら
１
６
０
年
以
上
前
（
江
戸
時
代
）
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
昔
に
建
て
ら
れ
た
家
が
、

時
代
の
波
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

現
代
に
残
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
変
貴
重
な

建
物
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
が
残
っ
た
こ
と
で
、
同
家
が

生
業
と
し
て
い
た
ノ
リ
養
殖
の
道
具
も
残
り

ま
し
た
。
農
業
と
ノ
リ
養
殖
の
兼
業
で
あ
っ

た
同
家
の
土
間
壁
際
に
は
、
ヒ
ビ
建
て
の
穴

を
掘
る
「
振ふ

り
棒ぼ
う
」
や
採
取
し
細
か
く
砕
い

た
海
苔
を
乾
か
す
海の

り

す
苔
簾
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
ノ
リ
養
殖
は
、
内
湾
の
広
い
範

囲
で
行
わ
れ
、
砂
町
地
域
で
も
明
治
中
期
に

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
深
川
・
葛
西
・
浦
安
な

ど
と
も
連
携
し
つ
つ
、
昭
和
37
年
に
漁
業
権

が
消
滅
す
る
ま
で
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
前
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
砂
町
の

海
苔
は
高
級
で
と
て
も
高
く
売
れ
た
そ
う

で
、
組
合
解
散
当
時
に
は
「
海
苔
屋
」（
養

殖
を
行
う
家
）
が
１
０
０
軒
ほ
ど
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
砂
町
の
商
人
も
「
景
気
は
海
か
ら

く
る
」
と
い
っ
て
い
た
よ
う
で
、
海
苔
生
産

と
と
も
に
生
き
た
人
々
の
姿
が
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
大
石
家
も
、
そ
ん
な
「
海
苔
屋
」
の

一
軒
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
と
は
い
え
、
ノ

リ
養
殖
は
秋
か
ら
冬
の
寒
い
時
期
に
行
う
た

め
、
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
海
が
舞
台
で
す
。
寒

さ
、
冷
た
さ
の
中
、
大
変
な
労
力
を
必
要
と

し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、

旧
大
石
家
の
道
具
を
見
る
と
、
こ
の
家
が
江

戸
時
代
の
建
物
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
こ

に
住
む
人
々
の
生
活
を
支
え
た
場
で
も
あ
っ

た
と
つ
く
づ
く
思
わ
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
旧
大
石
家
住
宅
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
生
き
た
人
々
の

息
吹
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

（
文
化
財
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

　　

場　

所　

江
東
区
南
砂
５
│
24
地
先

　
　
　
　
　
（
仙
台
堀
川
公
園
内
）

　

公
開
日　

土
・
日
・
祝

　

時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

大
石
家
の
ノ
リ
養
殖
道
具

囲
炉
裏
ば
た（
旧
大
石
家
日
記
）⑨

土間にあるノリ養殖道具
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